
1

2023年12月21日 株式会社石野製作所 代表取締役社長 石野晴紀

21世紀の食文化を拓く
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 石野製作所のあゆみ

 回転寿司機械（省力化機械）への取り組み

1974年 給茶装置付寿司コンベア

1975～1980年 皿洗浄機・寿司ロボット

2002～2015年 特急レーン・オートウェイター

お茶の提供が自動化され、ホールスタッフの省力化

厨房内の省力化

注文品のすばやい提供で、お客様の満足度が向上

ン時

 万博への取り組み

2005年 愛地球博1970年 大阪万博 2015年 ミラノ万博 2020年 ドバイ万博

2025年日本国際博覧会
飲食エリアで『寿司コンベア』を

寿司コンベアの展示 展示予定

給茶装置付寿司コンベア

特急レーン
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 全国に広がる省力化機械

 回転寿司店・焼肉店・ラーメン店

 お客様のご要望

「１分でも時間を削減できる製品を作ってほしい」

回転寿司トリトン

焼肉トラジ

回転寿司若竹丸

琉球回転寿司海來

回転寿司すし辰

一升びん（焼肉）

回転鮨清次郎

回転寿司すしえもん

沖縄県

長崎県

広島県

愛媛県 三重県 千葉県

岩手県

北海道

￥

（大手回転寿司チェーン店社長）

埼玉県

ラーメン凪
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 地方が元気になっている事例

８番らーめん 石川県を代表するラーメンチェーン「８番らーめん」

2023年8月 弊社製品が初めて導入

第1号店は過疎化が進む能登地区七尾市

人手不足解決と提供スピードUPで、改装前より

来店客が1.5倍に増え、地域の活性化に繋がる

すし弁慶 鳥取県の老舗回転寿司「すし弁慶」

人手不足と人件費高騰への対応を両立させるため導入

お寿司をすばやく運びます

レーンで配膳効率が上がり、スタッフの作業負担

軽減に寄与し、労働環境が大きく改善
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 これからの目標

 国内の幅広いサービス業の省力化を支える会社を目指していきます

【国内投資】今後3年間で10億円の投資を行い を目指す

・外食以外サービス業への する省力化に貢献

外食以外の導入事例
【左】スーパーマーケット「ベルク」（埼玉県）

【右】ブルボンお菓子コーナー（新潟県）

 知財に強い会社になります

技術力､競争力の更なる向上が できる国内の省力化投資に寄与

製品は海外でも活躍し､知財取組強化で を守る

【2023年9月末現在】 国内特許：207件 、 海外特許：55件（多い順：米国･台湾･中国）

５年後に120億円の売上

日本の技術
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 政府にお願いしたいこと

省力化のための『補助金制度』の検討

省力化に繋がる機械の補助金制度検討のお願い

（省力化に取り組みたい企業様からのご要望）

ＵＳＥＤ品も補助金対象拡充で『省力化と環境対策』

中古製品が補助金対象となれば、省力化および環境面で効果が期待できる

のではないか。

インフラの『供給の安定』『価格の安定』

安定した生産のための「水・電力・石油など」インフラの安定供給および

安定価格のお願い


